
 

（第２号様式） 
令和６年３月 31 日 

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立 伊勢原高等学校（全日制） 

令和５年度 学校評価報告書（実施結果） 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 18 日実施） 

総合評価（３月31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 （３月 13 日実施） 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の学習意欲や
進路希望を満たす教
育課程を編成すると
共に、組織的な授業
改善に取組み「主体
的・対話的で深い学
び」を実現する。 
②積極的にICTを取
り入れ、基礎学力の
定着と発展的な学習
支援を推進する。 
③地域の教育力を活
用し、豊かな人間性
や社会性を培う。 

①新教育課程の３
学年が、生徒の進
路実現の現状に対
応しているか検証
する。 
②ＩＣＴを利活用
した組織的な授業
改善を実施する。 
②教員が相互に授
業見学し教材や手
法を共有する。 
③地域の方を講師
に迎えて講演会等
を実施する。 

①新教育課程の３学年
を検証し、必要に応じ
て見直しを行う。 
②研究授業の前に教科
会を実施するなどして
組織的な授業改善を推
進する。 
②授業見学月間を設定
し教員相互の授業見学
を促進する。 
③地域の人材を活用で
きる講演テーマを検
討・調整し、講演会を
実施する。 

①現２年生の科目選
択が円滑に実施でき
たか。 
②授業改善、研究授
業に向けた教科会を
実施し、組織的に授
業改善に取組めた
か。 
②授業見学の回数が
昨年度より増えた
か。 
③地域の方を講師に
迎えた講演会等を実
施できたか。 

①各大学が必要とする高校での履修
科目の変化に対応し、数学Ｃを新３
年生の文理系選択者が履修できるよ
うに教育課程の調整を行った。 
②２回の事前教科会後のＩＣＴ利活
用授業研究推進校公開研究授業の実
施、授業見学週間等での教員間の授
業力の共有等を実施し、県の優秀授
業実践教員表彰を受賞する職員も輩
出した。 
②授業見学の回数は報告済が 45 件で
昨年度 56 件より減少した。 
③伊勢原市健康づくり課の方による
食育講座や骨密度測定、証券会社の
方による金融講座を実施した。 

①年次進行で進めてきた新教育課
程への対応は今年度で終了する
が、生徒の進路希望と大学の受験
科目等を注視し、課題に迅速に対
応できるよう努めていく。 
②引き続き、授業力の向上に向け
た教材の共有や教授法向上のきっ
かけを提供するとともに、グルー
プ間連携を促進し教育環境の改善
に取り組んでいく。 
②授業見学を促すとともに、授業
見学報告の提出しやすい方法を検
討していく。 
③引き続き、地域の方の力を活用
できるよう機会を検討していく。 

①新教育課程の完成年
度に向けて準備が進ん
でおり評価できる。引
き続き生徒が不利益を
被らないように、必要
に応じて改善をお願い
したい。 
また、学校現場でのＡ
Ｉの活用についても議
論を進めてほしい。 
②③授業の改善や地域
教育力の導入に努めて
ほしい。 

①新教育課程の対応が
終了したが、受験情報
等を注視し適切に対応
したい。 
②組織的な授業改善や
教員間の素材・教授法
の共有・ＩＣＴ利活用
について、成果は上が
っているが、さらに推
進したい。 
③地域の方を講師に活
用できたが、さらに人
数を増やしたい。 

①生徒・保護者に
必要な情報を十分
に提供するととも
に、各家庭で進路
情報の収集を促し
進 路 実 現 を 目 指
す。 
②職員の入れ替わ
りが多数あるが、
継続性のあるＩＣ
Ｔ利活用を実現す
る。 
③地域の人材の発
掘・有効活用を引
き続き模索する。 

２ 
生徒指導 
・支援 

①共生教育の実現を
めざし、高い人権意
識を醸成する。 
②全ての教育活動に
意欲的に取組むよう
支援し、自己肯定感
を高揚させると共
に、協働による課題
解決力を育成する。 
③教育相談体制を充
実させ、安心・安全
な学校生活を実現す
るとともに、共生教
育に注力し多様性を
受容する心を育成す
る。 

①規律ある落ち着
いた学習環境を整
備し、一人ひとり
が安心して安全に
学校生活を送るこ
と が で き る よ う
様々な視点を持っ
て整える。 
②生徒同士が協働
する中で、違いを
個性として認め合
う人権意識、また
自 己 肯 定 感 を 育
む。 
③多様な生徒に対
応 で き る 相 談 体
制・各種機関との
連携体制を築く。 

①研修会や講演会、動
画配信等の実施によ
り、定期的に自己を振
り返る機会を作る。ま
た、生徒と教員とのコ
ミュニケーションをよ
り大切にし、充実した
学校生活に繋げる。 
②生徒が主体的に行事
運営できるよう支援
し、実践学習（企画・
運営・改善）をより深
められるよう促す。 
③カウンセリング等の
研修を通して、教員全
体の教育相談スキルの
向上を行う。 

①学校生活アンケー
トから、いじめ行為
やトラブルの発生件
数を把握し、前年度
に比べ減少させるこ
とができたか。ま
た、問題行動等の発
生が減少したか。 
②行事後のアンケー
ト等の実施で、教育
活動に生徒の主体的
な参加が確認できた
か。 
③相談支援を必要と
する生徒に対し、ス
ムーズな連携体制に
より解決や、よりよ
い方向に進むことが
できたか。 

①学校生活が通常に戻り、日々の中
で、教員から直接話をしたり、講演
会を行ったりすることができ、自己
を振り返る機会を多く作ることがで
きた。さらに、面談期間を利用し
て、友人同士のトラブルの早期発見
や悩んでいることの解消に向けた支
援に繋げられた。いじめ行為やトラ
ブルの発生件数は、昨年度と同程度
あったが、早期発見から問題の早期
解決に繋げることができた。 
②明鏡祭において、積極的に参加で
きたと感じている生徒は 90％を超え
ていた。 
③ＳＣやＳＳＷに関する職員研修を
行い、生徒に有効活用できるよう職
員のスキルを向上させることができ
た。 

①学校生活に関わる指導および授
業での指導の両場面において、生
徒とのコミュニケーションをより
大切にし、継続的な状況把握およ
びいじめ防止、トラブル防止に努
める。また交通事故防止やＳＮＳ
の適切な利用については、日頃か
ら教員による助言等を行ってい
く。時代に合わせ、必要な研修や
講習を教員や生徒向けに実施す
る。 
②生徒一人ひとりが自分のやり方
で前向きに行事に参加できるよう
引き続き支援を行う。 
③面談期間を利用して、効果的な
相談支援を行う。ＳＣおよびＳＳ
Ｗを有効活用し、連携した体制を
構築して、生徒支援を行う。 

①日頃の生徒状況観察
等による早期発見がで
きたことは評価でき
る。トラブル発生件数
が減少するよう引き続
き努力をお願いした
い。 
②行事や部活動で生徒
が活躍し、成果を上げ
ているのは評価でき
る。引き続き支援をお
願いしたい。 
③ＳＣ、ＳＳＷによる
研修を行うなど努力の
跡が見られる。生徒を
取巻く状況は日々変化
するので努力を継続し
てほしい。 

①生徒向け研修や様々
な場面で声掛けを多く
行うことで、生徒の学
校生活に対する意識を
高めることができた。
これは、落ち着いて授
業を受けられる環境や
安心して過ごせる学校
であることに繋がっ
た。 
②生徒が主体的に学校
行事を運営、参加する
ことができた。引き続
き支援していきたい。 
③面談期間を利用し
て、生徒の悩みや不安
の把握ができ、ＳＣや
ＳＳＷとの効果的な連
携ができた。 

①安全で安心して
通える学校である
ことを継続できる
よう、生徒とのコ
ミュニケーション
を大切にする。ト
ラブル未然防止に
ついて、教職員の
意識向上を目指し
た研修を行う。 
②丁寧に生徒の声
を拾い、生徒一人
ひとりがより積極
的に活動できるよ
う体制を整える。 
③教育相談体制を
整え、より生徒が
相談しやすい環境
を作る。 

３ 
進路指導 
・支援 

①多様化する進路希
望に対応した進路支
援体制を再構築す
る。 
②段階的なキャリア
教育を体系化し、自
らの進路を主体的に
考え、行動できる力
を育む。 
③校内外での様々な
体験を通じて豊かな
人間性を育み、社会
で必要とされる人材
を輩出する。 

①上級学校への進
学を中心に、多様
な生徒の個々に合
わせた進路実現に
向けた環境を整え
る。 
②進路に関する情
報提供に ICT を活
用し、わかりやす
い情報提供を目指
す。 
③インターンシッ
プ等の社会体験学
習を通して生徒の
進路実現につなげ
る。 

①自習室の活用など、
自学自習を行うための
意識啓発と共に、スタ
ディサプリの活用数を
増やす仕組み作りをす
る。 
②Classroom を 活 用
し、進路関係の情報を
円滑に生徒に周知する
と共に、校内に進路情
報を視覚化する場所を
増やす。 
③生徒の進路理解を深
めるため、仕事の学び
場やインターンシップ
といった体験への参加
の場を開拓し、希望生
徒に提供する。 

①自習室の利用状況

が増えたか。 

①スタディサプリの

利用数が増えたか。 

②全生徒が各学年の

Classroomに登録

し、生徒が閲覧でき

る態勢を整えること

ができたか。 

②進路情報を生徒の

目が届きやすい場所

に設置することがで

きたか。 

③インターンシップ

や社会体験活動を行

った生徒が増えた

か。 

①自習室の利用状況は昨年とほぼ変
わらない形となった。 
①スタディサプリの利用数は昨年度
とほぼ同数であった。 

②全生徒が各学年のClassroomに登

録し、生徒が閲覧できる態勢を整え

ることができた。 
②渡り廊下に進路情報を置く場所を
作り、掲示する掲示板を３学年廊下
に増設した。 
③インターンシップや社会体験活動
を行った生徒数は昨年と同程度であ
った。 

①自習室に Chromebook を配置す
ることで進路指導をしやすい環境
を作ることができた。 
①講演会や課題配信のあと利用数
が上昇するが、さらに増やすため
に授業と連携していく。 
②Classroom にて進路情報の閲覧
が容易になったが、その活用方法
をさらに深めていく。 
②進路情報が全学年で見えるよう
に改善した。今後さらに見やすい
配置を模索する。 
③インターンシップについて地域
との連携を深めて実施できるよう
にしていく。 

①自学自習に向けた環
境整備については引き
続きお願いしたい。 
②生徒への進路情報の
提供状況は改善してい
るが、保護者への情報
提供や不安への対応を
お願いしたい。 
③インターンシップ等
への支援も引き続きお
願いしたい。 

①環境整備は進んだ
が、自学自習を生徒に
習慣づけることが必要
である。 
②保護者への情報提供
について、どのような
手段があるか模索する
必要がある。 
③インターンシップは
実施できたが、申し込
み時のハードルが高く
苦慮した。校内体制の
改善を検討する必要が
ある。 

①自習室の整備な
どの環境改善だけ
でなく、自学の意
識を高める取り組
みをしたい。 
②保護者への情報
提供について、情
報提供するメディ
ア の 検 討 を 進 め
る。 
③地域の企業との
インターンシップ
連携を深める。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 18 日実施） 

総合評価（３月31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 （３月 13 日実施） 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 
地域等 
との協働 

①地域との協働・交
流により、多世代間
交流を促進し、社会
性を育む。 
②学校情報の発信に
より本校のへの理解
を深め、「行きたく
なる（通わせたくな
る）学校」となるよ
う創意・工夫する。 
③コミュニティスク
ールを活用し、教育
内容の充実を図ると
ともに、学校外への
発信や教育活動の共
有を推進する。 

①地域活動への積
極的な参加、地域
住民との連携を促
し、地域の一翼を
担 う 機 会 を 増 や
す。 
②引き続き、生徒
主体の学校説明会
を実施するととも
に、伊勢原高校の
魅力を発信してい
く。 
③学校運営協議会
での指摘事項を年
度内に改善してい
く。 

①地域清掃やボランテ

ィア活動、共同防災訓

練など積極的な参加を

促す。 

②引き続き、生徒主体

の学校説明会を実施す

るとともに、様々な機

会を利用して本校の魅

力を発信する。 

③１回目、２回目の学

校運営協議会での指摘

事項等の改善を３回目

の会議で報告する。 

①地域活動を通し
て、地域社会の一員
としての自覚をもつ
ことができたか。 
②生徒主体の学校説
明会ができたか。ま
た、一般入試の志願
倍率が 1.1 倍（志願
変更前）を超えた
か。 
③学校運営協議会で
の指摘事項を年度内
に改善できたか。 

①すべての学年で地域貢献活動を行

うことができた。 

②学校説明会は生徒中心で行い好評

であった。学校説明会には３回合計

868家庭1,816人、部活動体験には２

日間で185名の参加があった。また、

志願変更前の志願倍率は1.53倍（定

員229人、志願者350人）、志願変更

後の最終倍率は1.20倍（志願者275

人）であった。 

③地域貢献（交流）にかかわるご指

摘や校地周囲の環境整備にかかるご

指摘をいただき、直ちに対応し改善

することができた。 

 

①清掃活動以外の地域貢献活動等

も模索しながら、すべての生徒が

地域社会の一員としての自覚をも

つ機会を作る。 

②高い支持をいただいていること

に慢心せず、生徒と共にさらに良

い学校説明会を目指していく。 

③引き続き、課題にスピード感を

持って対応できる校内体制整備を

進めていく。 

①地域清掃は非常にあ

りがたい。継続してい

ただきながら別の活動

の検討もお願いした

い。 

②高倍率で、「通いた

い、通わせたい学校」

であることは評価でき

る。伊勢原高校の「ブ

ランド力」が高まった

ように感じる。引き続

き努力をお願いした

い。また、地域との協

働がさらに進むよう、

学校と地域等が連絡を

取り合い、協働の機会

を増やせるよう努力を

お願いしたい。 

①従来と同様の地域貢

献活動は全校で実施で

きたが、生徒状況の変

容に即した新たな形の

地域貢献活動について

検討する。 

②受検生や保護者の支

持を得られるような情

報発信を目指し、職員

及び生徒で検討・改善

する。 

③市、自治会、商店会

などと連絡を取り合っ

て協働の機会を拡大す

る。 

①清掃活動以外に

も地域に貢献でき

ることを模索して

いく。 

②受検生や保護者

が高等学校に求め

ることを知り、本

校の魅力づくりに

つなげ、効果的に

発信していく方法

を模索したい。 

③第三者評価を真

摯に受け止め組織

的 に 対 処 し て い

く。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①教育公務員として
の意識向上を図り、
事故・不祥事の防止
を徹底する。組織的
なチェック体制を整
える。 
②有事の際は、避難
所としての機能を果
たすため、地域と協
力して防災活動を行
い、生徒の防災意識
の向上を図る。 

①教育公務員とし
ての意識向上を図
るため、過去２年
間の実績を把握・
分析し改善策を策
定し、実施する。 
②学校内の防災体
制の整備を一層進
め、地域との連携
に配慮し実行する
防災教育を推進す
る。 

①校内電子掲示板を活
用して不祥事防止アン
ケートを実施し、回答
のチェックを即時でき
るよう変更し教育公務
員としての自覚を高め
る。また、個人情報の
管理手順、成績処理マ
ニュアル、入学者選抜
マニュアル等、組織的
なチェック体制を整
え、改善する。 
②地域、自治体と連
携・協働した防災訓練
を実施する。地震や洪
水などの視点を再整備
し、防災備品の管理更
新・備蓄促進を行い、
防災マニュアルの定期
的な見直しを行う。 
 

①不祥事防止アンケ
ートの回収率100%を
引き続き目標とす
る。 
当事者意識が高まっ
たか（Googleアンケ
ートの利用）。ま
た、ＩＣＴ利活用推
進校として、情報管
理等のマニュアル
化・一般化の改善が
できたか。 
②職員・生徒・地域
と授業や学校行事等
を活用し防災研修を
実施できたか。ま
た、地震や洪水に備
えた防災マニュアル
の見直し、変更がで
きたか。 

①不祥事防止アンケートを Google 

FORM を利用して実施した。回答率の

平均は75％、最高は95％であった。 

①出欠連絡管理に、Teams を利用

し、朝の忙しい時間に情報の共有を

確実にし、事故防止につなげること

ができた。 

②消防署と連携した防災訓練を４年

ぶりに実施できた。 

②防災備品の在庫の確認を行い、基

本的な物品がそろっていることは確

認した。さらに追加で必要と思われ

る段ボールベッドや携帯用アクセス

ポイントを購入した。 

①教員の不祥事が多い分野（わ

いせつ、ハラスメント、会計

等）の防止対策に重点を置きつ

つ、不祥事の根絶に向けた取り

組みを進めていく。 

②地域自治会を巻き込んだ防災

訓練はできていないので、実施

できるよう取り組む。 

②防災対策や避難所対策に終わ

りはないので、さらに必要な訓

練や物品の備蓄に努めていく。 

①不祥事は、無いこと

が当たり前であるが、

なかなか難しい。引き

続き不祥事ゼロを維持

できるようお願いした

い。 

②生徒の防災意識の醸

成と災害時の安全確保

のため、実践的な防災

教育をお願いしたい。

また、避難所として地

域のことも考慮した備

蓄をしていただきあり

がたい。 

①不祥事防止への取組

みは職員に浸透してき

ているが、気を緩めず

に継続していく必要が

ある。 

②コロナ前水準の防災

訓練実施や防災意識の

醸成、備品等の整備を

引き続き推進する必要

がある。 

①②不祥事防止や

防災対策に終わり

はない。新たな知

見も取り入れなが

ら向上させてい

く。 

 


